
変
更
前
の
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地

変
更
後
の
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地

変
更
の
日

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
九
番
地
の
八

東
京
都
文
京
区
白
山
五
丁
目
一
番
三
e

一
〇

一
号

平
成
二
十
年
六

月
十
六
日

業
務
の
種
類

変
更
前
の
短
時
間
労
働
者

雇
用
管
理
改
善
等
事
業
関

係
業
務
を
行
う
事
務
所
の

所
在
地

変
更
後
の
短
時
間
労
働
者

雇
用
管
理
改
善
等
事
業
関

係
業
務
を
行
う
事
務
所
の

所
在
地

変
更
の
日

一

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行

規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第

二
十
二
号
）
第
二
十
六
条
及
び
雇

用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十

年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
百
十
八

条
の
二
に
規
定
す
る
短
時
間
労
働

者
均
衡
待
遇
推
進
等
助
成
金
を
支

給
す
る
事
業
に
係
る
業
務

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町

九
番
地
の
八

東
京
都
文
京
区
白
山
五
丁

目
一
番
三
e

一
〇
一
号

平
成
二
十
年

六
月
十
六
日

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
に
附
帯
す

る
事
業
に
係
る
業
務

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町

九
番
地
の
八

東
京
都
文
京
区
白
山
五
丁

目
一
番
三
e

一
〇
一
号

平
成
二
十
年

六
月
十
六
日

登
録
番
号

氏
名
又
は
名
称

試
験
検
査
を
行
う
事
業
所
の
所

在
地

試
験
検
査
の

区
分

廃
止
の
日

一
二
一

京
都
府
保
健
環
境
研
究
所

京
都
府
京
都
市
伏
見
区
村
上
町

三
百
九
十
五
番
地

理
化
学
試
験

平
成
二
十
年
三

月
三
十
一
日

一
二
二

大
阪
府
立
公
衆
衛
生
研
究
所

食
品
医
薬
品
部
薬
事
指
導
課

大
阪
府
大
阪
市
東
成
区
中
道
一

丁
目
三
番
六
十
九
号

理
化
学
試
験

平
成
二
十
年
三

月
三
十
一
日

一
三
三

長
崎
県
衛
生
公
害
研
究
所

長
崎
県
長
崎
市
滑
石
一
丁
目
九

番
五
号

理
化
学
試
験

平
成
十
九
年
三

月
三
十
一
日

一
五
六

大
阪
市
立
環
境
科
学
研
究
所

大
阪
府
大
阪
市
天
王
寺
区
東
上

町
八
番
三
十
四
号

理
化
学
試
験

平
成
二
十
年
三

月
三
十
一
日

平成™—年�月˜�日 月曜日 第›Ÿœ—号官 報

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
三
十
八
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
事
業

の
認
定
を
し
た
の
で
、
法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

冬
柴

鐵
三

第
１
起
業
者
の
名
称
国
土
交
通
大
臣

第
２
事
業
の
種
類
高
速
自
動
車
国
道
中
国
横
断
自
動

車
道
姫
路
鳥
取
線
新
設
工
事
（
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用

町
口
長
谷
字
砂
ノ
内
地
内
か
ら
同
町
口
長
谷
字
塩
谷

山
地
内
ま
で
及
び
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
東
中
山
字

広
畑
ケ
地
内
か
ら
岡
山
県
美
作
市
宮
本
字
委
細
谷
地

内
ま
で
）

第
３
起
業
地

１
収
用
の
部
分
兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
口
長
谷
字

砂
ノ
内
、
字
向
山
、
字
寺
谷
及
び
字
塩
谷
山
並
び
に

東
中
山
字
広
畑
ケ
、
字
西
ノ
空
道
ノ
上
、字
西
ノ
空
、

字
カ
キ
ン
ザ
コ
及
び
字
カ
キ
ン
逧
地
内

岡
山
県
美
作
市
宮
本
字
真
逧
、
字
虫
尾
、
字
ヨ
ナ

谷
、
字
カ
ケ
ノ
上
ヘ
、
字
高
田
ノ
下
、
字
山
津
守
、

字
委
細
谷
、
字
溝
添
ヘ
、
字
半
畑
及
び
字
唯
治
郎
屋

敷
地
内

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
三
号

平
成
六
年
労
働
省
告
示
第
三
十
八
号
を
も
っ
て
告
示
し
た
財
団
法
人
二
十
一
世
紀
職
業
財
団
よ
り
、
短
時
間
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
住

所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示

す
る
。平

成
二
十
年
六
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号

平
成
六
年
労
働
省
告
示
第
三
十
八
号
を
も
っ
て
告
示
し
た
財
団
法
人
二
十
一
世
紀
職
業
財
団
よ
り
、
短
時
間
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
五
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
短
時
間

労
働
者
雇
用
管
理
改
善
等
事
業
関
係
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
五
号

薬
事
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
一
号
）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
試
験
検
査
機
関
に
つ
い
て
、
薬
事
法
施
行
規
則
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
検
査
機
関
の
登
録
に
関
す

る
省
令
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
令
第
六
十
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
試
験
検
査
の
業
務
の
全
部
を

廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

Å
添

要
一

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
号

石
油
及
び
可
燃
性
天
然
ガ
ス
資
源
開
発
法
（
昭
和
二
十

七
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
の
実
施
し
た
西
子
吉

川
Ｓ
Ｋ
e

一
Ｄ
号
井
に
係
る
探
鉱
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
油

層
に
属
す
る
地
下
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
認
定
し
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

北
緯
三
十
九
度
二
十
分
三
・
六
六
八
秒
、
東
経
百
四
十

度
四
分
二
十
二
・
四
六
九
秒
（
世
界
測
地
系
）
を
中
心
と

す
る
半
径
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
内
の
区
域
の
直
下
の

深
度
八
百
九
十
一
・
五
七
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
百
九
十
五
・

九
六
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
間
に
存
す
る
ガ
ス
層
に
属
す
る
も

の

〇
特
許
庁
告
示
第
七
号

特
許
協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律

施
行
規
則（
昭
和
五
十
三
年
通
商
産
業
省
令
第
三
十
四
号
）

第
八
十
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
五
十
三
年
九

月
二
十
九
日
特
許
庁
告
示
第
二
号
（
国
際
事
務
局
の
口
座

及
び
本
邦
通
貨
の
金
額
を
定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
六
日特

許
庁
長
官

肥
塚

雅
博

第
二
号
１
中
「
千
四
百
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
」
を
「
千
三

百
三
十
ス
イ
ス
・
フ
ラ
ン
」
に
、「
十
三
万
七
千
円
」を「
十

三
万
三
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
号
４
中「
九
千
八
百
円
」

を
「
一
万
円
」
に
改
め
、
同
号
５
中「
二
万
九
千
四
百
円
」

を
「
三
万
百
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

２

こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
こ
の
告
示
の

施
行
の
日
以
後
に
特
許
庁
が
受
理
す
る
国
際
出
願
に
係

る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
特
許
庁
が
受

理
し
た
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
九
号

輸
入
貿
易
管
理
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
四
百
十
四

号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
四
十
一
年

通
商
産
業
省
告
示
第
百
七
十
号
（
輸
入
割
当
て
を
受
け
る

べ
き
貨
物
の
品
目
、
輸
入
の
承
認
を
受
け
る
べ
き
貨
物
の

原
産
地
又
は
船
積
地
域
そ
の
他
貨
物
の
輸
入
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
の
公
表
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
年
六
月
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

三
の
９
の
^
の
イ
中
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
」
の
下
に
「
、
オ

マ
ー
ン
」
を
加
え
る
。

三
の
９
の
^
の
ロ
中
「
、
オ
マ
ー
ン
」
を
削
る
。

三
の
９
の
_
の
ハ
及
び
ニ
中「
ガ
ボ
ン
」の
下
に
「
、
ガ

ン
ビ
ア
」
を
、「
ト
ル
コ
」
の
下
に
「
、
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ

ン
」
を
加
え
る
。

三
の
９
の
`
中
「
ギ
ニ
ア
」
の
下
に
「
、
ギ
ニ
ア
ビ
サ

ウ
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
年
六
月
十
七
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

三
の
９
の
`
の
改
正
規
定
（
ギ
ニ
ア
ビ
サ
ウ
に
係

る
部
分
に
限
る
。）
平
成
二
十
年
六
月
十
九
日

二

三
の
９
の
_
の
ハ
及
び
ニ
の
改
正
規
定
（
ト
ル
ク

メ
ニ
ス
タ
ン
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
平
成
二
十
年

六
月
二
十
六
日

三

三
の
９
の
_
の
ハ
及
び
ニ
の
改
正
規
定
（
ガ
ン
ビ

ア
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
平
成
二
十
年
七
月
二
十

九
日
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